











発プロジェクトであるイリノイ大学学校数学委員会（University of Illinois Committee on School
Mathematics、以下 UICSM）に着目し、新数学運動初期における発見学習（discovery learning）
の概念を明らかにすることである。
















【Abstract】This paper aims to clarify the conception of discovery learning in the early period of the
new math movement in the United States by focusing on the University of Illinois Committee on
School Mathematics (UICSM). Three conclusions can be made. Firstly, Gertrude Hendrix, a mathe-
matics teacher educator who joined UICSM in September 1956, proposed the “nonverbal awareness”
theory to criticize the verbalization of learned rules. Secondly, UICSM was inspired by Hendrix's theory
and invented exploratory activities of equations in which students made an intuitive judgment, devised
their own method, and used their own informal ideas. Thirdly, these activities were used in High
School Mathematics, a series of UICSM textbooks written around 1960, to change students’ philosophy




















UICSMについての講演を行うが、そこで UICSMの発見学習の事例を 3 点挙げており、そ
の一つが方程式の探究活動であった４）。さらに、UICSMにおける方程式の探究活動は、
1956 年に結成されたマディソン・プロジェクト（Madison Project）や、1958 年に UICSMから

















UICSMの発見学習についての先行研究としては、心理学者の D. P. オースベル（David
Paul Ausubel）と数学教育の研究者である S. I. ブラウン（Stephen Ira Brown）が 1960 年代に行
った批判が著名である。いずれも、UICSMの発見学習が依拠していた「言語によらない気
づき（nonverbal awareness）」の理論に焦点を当てた批判を行っている。
































は、全米数学教師協議会（National Council of Teachers of Mathematics、以下 NCTM）が 1970 年に
発行した第 32 回年報８）、T. S. デュプレ（Thomas Steven Dupre）が 1986 年に執筆した博士論
文９）、2003 年に NCTMから発行された『学校数学の歴史』に収録されている J. T. フェイ




matics Study Group）に次いで先行研究が豊富に存在する。まず、1962 年には、横地清が、『教
育』での連載において、UICSMが協力学校向けに 1959 年から順次発行した全 11 巻の教科
書『高校数学』11）の内容を紹介している 12）。しかし、この連載は、UICSMの教育内容の抽
象性の高さやプロジェクトの規模の大きさにその関心を向けており、発見学習には言及し



































彼女の経歴を確認しよう。ヘンドリックスの追悼記事 18）によれば、彼女は 1926 年にデポ
ー大学を卒業している。主専攻は数学、副専攻は物理学であった。卒業後 2 年間は南イリ
ノイの小規模な高校に勤め、その後 2 年間は、大学附属高校（University High School）にて教
えながらイリノイ大学において教育学の修士号を取得した。1930 年からは東イリノイ州立
カレッジ（Eastern Illinois State College、当時）に移り、数学教師養成を担当した。1935 年には
イリノイ大学において二つ目の修士号を数学で取得している。UICSMのメンバーとなった
のは、1956 年 9 月からである 19）。
ヘンドリックスは、「言語によらない気づき」の理論を着想した経緯を、1968 年 7 月 17
日から 25 日にかけてオーストリアのグログニッツ（Gloggnitz）で開催された、ヴェナー＝
グレン人類学研究財団（Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research）主催の研究集会に
おける講演の中で語っている。着想の経緯についての資料は、管見の限りでは、この講演



































1946 年から 1947 年にかけて、ヘンドリックスは、シカゴ大学において「言語によらな




則に気づかせた。第 3 の群に対しては、第 2 の群と同様に具体例に取り組ませた後に、そ
の一般法則の言語化を要求した。事後課題の達成度は、「言語によらない気づき」の理論に
基づく第 2 の群が最も高く、言語化を行った第 3 の群がそれに続き、最低は教師役が教え
た第 1 の群であった。
シカゴ大学における実証実験を経て、ヘンドリックスは「言語によらない気づき」の理





















第 1 節で述べた通り、UICSMが結成されたのは、1951 年である。1957 年 7 月 27 日か





れた。UICSMが方程式の探究活動を最初に公にするのは、1955 年 4 月の『数学教師』に
掲載された論考「文字を用いた数記号の概念」24）においてである。本論考は、UICSMのリ
ーダーであるベバーマンとメンバーである B. E. メザーブ（Bruce E. Meserve）との共著であ
る。論考中の註記によれば、この論考は、ベバーマンらの 1951 年から 1954 年にかけての
UICSMでの経験に基づいている。特に、第 9 学年用の教科書として 1954 年に開発された
ものを元にした論考であると説明されている。なお、開発当時の団体名は、イリノイ大学





式の真理値を判断する活動が提示されている。具体的には、x + y = y + x や x + 1 > 7 のよう
な方程式や不等式が与えられ、生徒は、与えられた集合に対してこれらの真理値を判断す
























of insistence upon verbalization）」であると述べている。本論考はヘンドリックスが UICSMに加





理解（intuitive but sound understanding）」を獲得する活動として位置付けられている。そして、
生徒には「自由な推測（wild guesses）」を行う自由、体系的な代入を行う自由、いかなる
「未成熟な（immature）」手続きにも没頭する自由があると宣言されている。
本論考の後半では、方程式の探究活動の発展の過程が記述されている。まず、x + a = b
や x − a = b、あるいは ax = b や ax =b など、一度の操作で解を求めることができる形式の方
程式を対象に、この方程式を真にする点を数直線上で探す。その後、ax + b = c などの、解























とって納得できるものとなる（make sense to him）」、「発見は、彼に、数学は人間的で成長して


































いる。そして、方程式を解くとは、「手続きの系列を書いて「x =」で終わる（to write a























3.01 グラフと座標（Graphs and coordinates）
3.02 文の解集合（Solution set of sentence）
3.03 文のグラフ（Graph of a sentence）
3.04 方程式（Equations）
3.05 同値な方程式（Equivalent equations）





University of Illinois Committee on School Mathematics (1959c).
High School Mathematics: Unit 3. Equations and Inequations.
Urbana, IL: University of Illinois Press, i-v.に基づいて筆者が作成
した。
表1　第3巻「方程式と不等式」の章構成
ている。例としては、方程式 5 x + 9 = 13 − 2 x を 7 x + 9 = 13 に変形し、そして 7 x = 4 へ、
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